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顔写真
木造建築／木質構造／耐震設計／安全安心／持続可能

木造建築の構造性能・耐震性能に関する研究

研究概要 アピールポイント

　脱炭素・持続可能な社会の実現に向けて、バイオマス資源である木材
の建築物への利用が促進されている一方で、地震大国の日本では、大地
震が起こる度に木造建築への被害が繰り返されています。未来に向けた
安全安心な木造建築の実現を目指した研究を進めています。
　以下の4つの分野を主な研究対象としています。

日本建築学会／日本木材学会／日本地震工学会

　木材や木質材料を用いた、安全で合理的な構造物をつくるための接合法

や新工法の開発、既存の構造物の性能を評価する手法など、木質構造に関

する研究を実施しています。現在、環境問題を背景として、建築分野でも

SDGsを考慮した活動が活発になっていますが、木材を建物物に使用する

と、その建物が利用されている間は、樹木が光合成により吸収したCO2を

炭素として都市の中に固定することができます。そのため、持続可能な社

会の実現に向けて木材の建築利用が注目されているのです。

　木材は古くから建築材料として利用されてきた歴史があり、材料として

の物理的性質や木造建築の構法・構造に関する研究が長年なされてきまし

た。しかし、いまだにその性質や性能を的確に評価できないこともあり、合

理的な耐震設計がなされているとは限りません。また、地震大国の日本で

は大地震が起こる度に木造建築への被害が繰り返されており、特に耐震性

能が不足している古い木造建築に対する耐震補強は急務であると言えま

す。建物の倒壊を防ぎ人命を守るだけでなく、その後の継続使用も見据え

た安全安心な木造建築の実現を目指した研究を進めています。

“wal lstat”のシミュレーション耐震等級3に熊本地震を入力

図１：現代木造住宅の振動台実験とシミュレーションによる検討

図２：能登半島地震での伝統木造建築の被害（左）と耐震補強方法の検討（右）

5階建てCLT構造

図３：中高層木造建築の実現へ向けて 図４：鉄骨造と木造のハイブリット構造の検討
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